
2年「おふろプール」 

展開例 

○主題…先生の願いや意図が明確になるよう 1文で表します 

○導入…導入の後、どこかで、導入に関わる問いや話を入れます。そうすることで授業に一貫性が出ます 

○展開前段＝立場発問…ある人の立場を取得して共感する学び 

○つなぎ発問①…教材の学びから、児童生徒の実感に即した見方や考え方に広げ、展開後段の問いを多角的な

視野から考えることができるようにする 

○展開後段＝主題発問…道徳的価値について考えを深める学び 

           道徳的価値の「捉え」「よさ」「大切さ」「態度」「意欲」を考えさせる 

○つなぎ発問②…展開後段で出された道徳的価値への考えを具体化したり、生活とのつながりを実感できた

りする問いや話を入れ、終末の振り返りの手がかりにする 

○終末＝主体発問…自己の生き方について考える学び 

学習から学んだことを鏡として、これまでの自分を見つめて、自分のよさを見つけたり、

よりよい自分の姿を想像したりする観点をもって振り返る 

振り返り…ウェルビーイングの視点を取り入れた観点を示して振り返らせる 

※振り返りの 4観点は、次のようになっていますが、ABCDによって書く観点の数が異なります。 

・これまでできていること、満足していること（よさ・自己肯定感） 

・もっとやってみたいこと、もっとできそうなこと（ポジティブ・目的意識） 

・誰かといっしょにやりたいこと、誰かといっしょならもっとできそうなこと（他者との協働） 

・これから、なりたい自分（自己実現への期待） 

※これに合わせて、低中高学年別、また ABCD 別にした「振り返りシート」も作成していますのでお問い合

わせください。 

※すべての観点について書かせるか、先生がいくつか指示をして書かせるか、または、子どもが選んだものを

書かせるか、お決めください。 

 先生の、児童生徒に一番考えさせたい願いや意図（主題）に基づいて、よいように授業をおつくりください 

主題 お父さんやお母さんのことも考えられる年齢になったかな 

導入 
先生も「お手伝いをしましょう」と言いますね。どうして、お手伝いはやった方がよいの

でしょう 

展開前段 

○「ぼく」は、どんなことを思いながら、壁に向かってボールを蹴っていたのでしょう 

○お母さんの困った顔や元気のない声を思い出して、「ぼく」は、どんなことを思ったでし

ょう 

○「ぼく」は、どんなことを思って、洗濯物を畳んだり、お風呂のお湯も入れたりしたの

でしょう 

つなぎ発問① 

○保育園のお迎えが遅いとき、「ぼく」は、どんなことを言って怒っていたのでしょう 

○お母さんは、どうしてお迎えが遅くなったのでしょう 

○お母さんは、どうして、暗くなるまで一緒にボール蹴りをしてくれていたのでしょう 

展開後段 お手伝いをした方がよいのは、どうしてでしょう 

つなぎ発問② 

家で、自分のしたいことはたくさんありますね。遊びたい。ゲームをしたい。漫画を読み

たい。ユーチューブを見たい。でも、ときには、自分のしたいこととお手伝いを比べて考

えてみましょう 

・今日の学習から、分かったこと、心に残しておきたいことはどんなことですか① 

 



・①のことで、もうすでに、やっているよということはどんなことですか 

・①のことをもとに、これから、やっていきたいことはどんなことですか 

・①のことをもとに、家族みんなと一緒にやってみたいことはどんなことですか 

・①のことをもとに、これから、どんな自分になるとステキだなと思いますか 

では、振り返りを書きましょう 

振り返り 

 


